
平成29年度  施政方針と当初予算特集

５つの戦略

３つの基本方針

1   雇用と所得につながる産業を
おこすまちづくり ⇒  Ｐ 6

2   広域連携を積極的に推進する
まちづくり ⇒  Ｐ 7

3   笑顔あふれる安心・安全なまち
づくり ⇒  Ｐ 8

4   心豊かに学び、地域文化を育む
まちづくり ⇒  Ｐ 7

5   安全で快適に暮らせるまちづ
くり ⇒  Ｐ 9

次代を築く、
かのや未来創造予算

市民税
43億4,600万円

固定資産税
43億4,100万円

市たばこ税
7億2,000万円

都市計画税
3億8,750万円

軽自動車税
3億3,550万円

　歳入予算では、自主財源のうち、市税は、
前年度予算に比べて、３億9,450万円増の101
億3,000万円となっています。また、各基金か
らの繰入金は、ふるさと納税制度でいただい
た寄附金をもとに、本市の発展・活性化のた
めに実施する事業への活用などにより、３億
1,607万４千円増の31億6,311万７千円となっ
ています。
　依存財源のうち、地方交付税は６億5,000万
円減の121億5,000万円、台風16号災害復旧等
のため、国・県支出金は21億4,087万９千円増
の140億1,921万６千円となっています。市債
は、台風16号災害復旧や平和公園多目的野球
場の改修、情報インフラ整備などにより、14億
6,730万円増の44億7,400万円となっています。

歳入
地方交付税

 12,150
 （24.1%）

国・県支出金
14,019 （27.8%）

地方債
 4,474

（8.9%）

譲与税・交付金
2,922（5.7%）

その他
 20（0.1%）

市税
 10,130

（20.1%）

寄附金
 1,000（2.0%）
使用料・手数料 
777（1.5%）

繰入金
 3,163

（6.3%）

その他自主財源
1,377（2.7%）

自主財源
16,901

     （33.5%）

依存財源
33,585（66.5%）

分担金・負担金 
454（0.9%）

単位：百万円

人件費
 6,669（13.2%）

扶助費
 13,936 

（27.6%）

義務的経費
25,005

（49.5%）

投資的経費
7,904（15.7%）

その他の経費
17,577（34.8%）

公債費
4,400

（8.7%）
普通建設事業費 

5,704（11.3%）

災害復旧費
2,200（4.4%）

物件費
 6,580

（13%）

補助費等
 3,784

（7.5%）
繰出金
5,205 

（10.3%）

その他 
484（1%）

積立金
 1,524（3%）

単位：百万円

歳出
（性質別）

単位：百万円

民生費
19,876

（39.4%）

総務費
 5,235

（10.4%）

教育費
 4,959

（9.8%）

公債費
 4,400

（8.7%）

土木費
3,597（7.1%）

衛生費
 2,821（5.6%）

農林水産業費
 2,882（5.7%）

災害復旧費
2,200（4.4%）

消防費
1,507（3%）

諸支出金
1,575（3.1%）

商工費
1,015（2.0%）

その他
419（0.8%）

歳出
（目的別）

　歳出予算では、義務的経費のうち、人件費は職員数の減などにより、前年度に比べ、３億4,931万３千円減の66億6,850
万６千円となっています。扶助費は、障害福祉サービス利用件数の増などにより、8,068万円増の139億3,592万９千円、
公債費は、3,660万４千円減の44億３万４千円となっています。
　投資的経費のうち、普通建設事業費は、各種計画に基づくスポーツ施設再配置、霧島ヶ丘公園整備、情報インフラ整
備等の大型事業の実施などにより、18億4,253万４千円の増となっています。災害復旧費については、台風16号災害の
本格的な復旧を行うため、20億4,622万９千円の増となっています。

　平成29年度当初予算が、３月に開かれた鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は、504億8,600万円で、前年度当初予算と比較すると10.3％の増となりました。このうち、台風
16号災害復旧関連予算を除いた予算額は484億4,108万１千円となり、対前年度比5.8％の増となります。
　平成29年度は、引き続き“市民が主役の明るい未来”の実現に向けて、健全財政を念頭に置きつつ、市民サービスの維持向
上や産業振興、地域活性化に全力をあげて取り組むこととし、「鹿屋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「かのや農業・農
村戦略ビジョン」に位置付けた事業を積極的に展開してまいります。

平成29年度 一般会計当初予算

総額
504億8,600万円
（対前年度比		47

億１千万円増		10
.3％増）
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が
市
長
に
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任
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て
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３
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明
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国
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滑
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迎
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も
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明
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取
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３
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中
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長
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よ
り
抜
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》
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も
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を
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で
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る

“
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が
主
役
の
明
る
い
未
来
”

※ 

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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定
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う
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れ
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し
た
。
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岩
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９
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補
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任
。

の
実
現
に
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け
て

　

今
号
は
、
２
月
23
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
会
で
中
西
茂
市
長
が
述
べ
た
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る
施
政
方
針
の
概
要
と
、
３
月
22
日
に
議
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

３月22日、議場で
あいさつをする
今崎裕一 副市長

◦ 雇用と所得につながる産業おこし

◦  みんなで築く安心・安全でやさ
しい地域づくり

◦ 笑顔があふれる元気百倍の人づ
くり

新「
副
市
長
」を
紹
介
し
ま
す

市税内訳
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